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水素利用拡大に向けた共通基盤強化のための研究開発事業／次世代燃料電池・水電解の要素技術開発

ＭＩによるＰＥＭ形水電解装置のアノード・カソードの非貴金属化に関する研究開発

北海道大学 髙橋啓介
連絡先：keisuke.Takahashi@sci.hokudai.ac.jp

研究開発の目的

研究開発の目標

研究開発の方法

成果

MIによるPEM型水電解触媒開発基盤を確立

独自開発ハイスループットPEMセル
10連を開発

課題と今後
ハイスループット加速劣化実験の確立
耐久と活性の両方を予測する手法の開発

アノード触媒: 80℃において
・4.0A/cm2、1.8V以下、Irフリー
・劣化率0.1％/1000hr(連続1000hrおよび4000サイクル起動停止)、
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